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１．概要（Summary） 

本研究は、総務省「電波資源拡大のための研究開発」

のうち「不要電波の広帯域化に対応した電波環境改善技

術の研究開発」に係る、受信感度の低下防護のための広

帯域フィルタリング技術の開発に関するものである。 
新磁性材料フィルタリングの設計・評価を行い、本技術

の有用性を検証するために試作した複合磁性シートの電

気抵抗の計測のため、表面抵抗率の測定について、4 探

針計測装置を用いて印加電圧と測定電流から表面抵抗

率を導出する方法を、技術相談より得た。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

4 探針計測装置 
【実験方法】 

磁性材料ならびに磁性材料と導電材料の粉末とバイン

ダーとなる各種樹脂と混合した複合磁性シートの表面抵

抗率、ならびに、体積抵抗率を計測した結果より求めた。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
計測した複合磁性シートの表面状態の一例をFig. 1に

示す。また、Fig. 2 に走査顕微鏡（SEM, JSM-7100F, 
JEOL 社製）で観察した一例を示す。 

 

Fig. 1 Surface condition of composite magnetic 
sheet (example). (i) Enlarged photograph of the 
sheet surface. (ii) Three dimensional analysis of 
sheet surface. 

 
 
 
 
 
Fig. 2 SEM image of composite magnetic sheet. 
 
本研究において、多種類の複合磁性シートの計測で得

られた表面抵抗率、ならびに、体積抵抗率とノイズ抑制性

能の関係性を明らかにした。 
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